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1. はじめに

近年、博物館や美術館の文化財や歴史資料、さら
には各種映像資産などをディジタルデータで構築す
るディジタルアーカイブという言葉が使われるよう
になった [1]。従来の紙ベースの資料や写真は、年
月により劣化し、情報が失われてしまうが、資料を
ディジタル化し、記録することにより、半永久的に
劣化せずに保存可能な情報資料にすることができる。
ディジタルコンテンツのアーカイブ、つまりディジ
タルミュージアムの実現には、保存すべき資料を収
集し、コンテンツの利用性を保ちながら蓄積・組織
化し、利用者に提供することが求められる（図 1）。
ディジタルコンテンツの保存のためには、コンテ

ンツの構成方式、保存の履歴などコンテンツに関す
る情報、すなわちメタデータが必要とされる。本研
究では XML (eXtensible Markup Language) によ
るメタデータを用いたアーカイブ構築のためのシス
テムを提案する。

2. メタデータ

メタデータとは、「データについての情報を記述し
たデータ」と定義される。コンテンツのディジタル
アーカイブを実現するには、発見のための有用な属
性以外に、コンテンツの構造や管理情報、保存の履
歴、利用のための条件といったさまざまな情報が必
要であり、これらはすべてメタデータである。ディ

図 1: XMLを用いたディジタルアーカイブの共有
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ジタルデータにメタデータを埋め込むことにより、
情報を持ったデータとなり、膨大な量の分散したディ
ジタルデータの整理、さらには目的とするデータの
発見のための検索が容易になる。

3. XML

3.1 XML による記述の利点

XML は文書やデータの意味や構造を記述するた
めのマークアップ言語の一つである [2][3]。マーク
アップ言語とは、「タグ」と呼ばれる特定の文字列
で地の文に構造を埋め込んでいく言語のことであ
る。他のマークアップ言語である HTML との違い
は HTML は、 Web ブラウザ上で文字を強調した
り、段落をつけたりするタグが取り決められている。
これに対して、XML はデータを作成する人がタグ
を自由に取り決めることができるようになっている。
これを利用して、画像データについてのメタデータ
を属性とその値で表現することができる。つまり、
XML による記述は人間がみてもわかりやすく、計
算機でも処理しやすい。また自由度が高いのでディ
ジタルコンテンツのメタデータとして扱うのに便利
である。また、XML 形式という共通のフォーマッ
トでデータを記述するので、他のシステム間での互
換性も確保することができる。

3.2 XML データファイル形式

本研究で用いる XML ファイルのデータ構
造と、本データ構造に従った XML ファイル
の例を図 2 に示す。これは、’imagelist’ タグ
をルートとした階層構造を持つ XML ファイ
ルで、ルートタグの下に画像データを記述す
る’filename’ タグ、さらに下に画像の属性であ
る’title’、’creator’、’date’、’description’ タ
グが定義されている。これら 4 つのタグはインター
ネット上の情報資源のための規則として利用され
ている DCMES (Dublin Core Metadata Element
Set) による。 さまざまな情報資源の記述のために
共通で使うことのできる基本的な項目である。

4. 提案システム
本研究では、ディジタルコンテンツを収集するた
めのインターフェースと画像データ検索の部分を重
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図 2: XML データファイルの文書構造と例

図 3: 非文字資料登録フォーム

視し、コンテンツの属性を記述することで自動的に
XMLに変換できるシステムを構築する。ここで扱う
対象となる「非文字資料」とは、画像、映像等の文字
になっていない資料のことである。このシステムに
より利用者がメタデータを意識することなくディジ
タルコンテンツをコンテンツサーバーにアップロー
ドすることができる。さらに検索機能により、ユー
ザの欲しい情報を検索でき、全国に拡散している非
文字資料を体系的に組織化して閲覧することが可能
となる。

5. システムの概要
5.1 データ入力システム

利用者はデータ登録時に、非文字データ、さらに
はデータの属性を記述する。この属性はDCMESに
よる。これらを自動的にタグに埋め込むことによ
り XML 形式に変換し、これにより情報を付加した
XML データファイルを生成する。図 3に入力シス
テム画面を示す。

5.2 画像検索システム

ユーザが探したい非文字資料のタイトル、もしく
は作者や年代などの情報やその資料に対する感想な

図 4: 検索結果

どの情報を指定することにより、XMLデータベー
スに入力された資料を探し、ユーザに提示する。検
索結果を図 4に示す。

6. 考察
本研究では、仕様や形式の異なる非文字資料を

XML形式に統一しデータベース化することができ
た。これにより、データの操作性が向上し、ディジ
タルアーカイブとしてどの環境からでもユーザが使
用できるものとなった。

7. おわりに
本研究では、XML を用いて非文字資料のディジ
タルアーカイブの構築を行なった。今回は、ディジ
タルアーカイブのインターフェース部分だけの紹介
に留まったが、今後は、データのやり取りを P2P
(peer to peer) により行ない、サーバーに掛ける負
担を軽減させることや、既存の商用データベースと
の併用、エージェント機能を導入し、管理者負担を
軽減させ、ユーザにとって使いやすいものとするこ
となどが挙げられる。
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